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	　　　　　　　　　     　温泉ガス爆発事故
６月１９日に東京都渋谷区の商業地域に隣接した、温泉浴場の採取場所においてガス爆発が発生し、女性従業員３人が亡くなるという痛ましい事故が発生しました。原因物質は、源泉に含まれていたメタンガスを主成分とする可燃性天然ガスでした。そこで、その事故概要、発生原因等をまとめましたので、お知らせします。
１　発生年月日　　　平成１９年６月１９日午後２時１８分頃
２　発生場所　　　　東京都渋谷区　商業地域に隣接した住宅街
（温泉施設のある本館はぎりぎり商業地区）
３　発生施設　　　　女性専用温泉浴場の別棟
従業員の休憩所やロッカールームがあり、地下１階には深さ1,200ｍから温泉を汲み上げるポンプが設置されていた。
４　原因物質　　　　可燃性天然ガス（主成分：メタンガス）
５　被災者　　　　　死亡者３人（女性従業員）、重傷者３人（女性従業員２人、通行人の男性１人）

他に、周辺の住宅やビルなどでも割れたガラスで数人が負傷した。
６　発生原因等

　１）源泉採取場所が屋内で、そのうえ地下であった。

地下１階には、源泉汲み上げ機がある部屋と、ガスセパレーターやモーターを動かす制御盤などが設置された機械室があった。
　２）源泉を深さ1,200ｍから汲み上げていた。

　３）原因物質はメタンガスを主成分とする可燃性天然ガス。

　４）採取地域は「南関東ガス田」の中にあたる。

南関東ガス田：埼玉県南東部及び東京都東部部から九十九里浜にかけて分布する日本最大の水溶性天然ガス田。地層中で微生物により生成されたメタンガスが主成分で、地下では圧力により水（源泉）に溶解しているが、地上に汲み上げられると分離する。
　５）源泉に含まれていた可燃性天然ガスが、地上に汲み上げられ分離し、地下１階の機械室内に何らかの原因で充満し、何だかの火が引火し爆発が起きたものと考えられた。なお、ガスセパレーターは設置されていた。

　６）温泉採取場所の上が従業員の休憩場所であった。

　７）温泉採取者は事故防止対策を実施する必要はあるが、具体的な法的規制は無かった。営業開始後温泉施設で発生した初めての爆発死亡事故。

７　南関東ガス田での最近の事故事例
発生場所

発生年月

内　　　　　　　　　　　　　　　容

千葉県九十九里町

平成16年７月

町立いわし博物館で、土壌から自然に噴出した可燃性天然ガスが、文書収蔵庫に滞留し、防虫剤（？）の火が引火し爆発。職員１人が死亡、１人が負傷した。

東京都北区

平成17年12月

温泉掘削現場で、ケーシング内の清掃作業を行っている最中、ケーシング内より泥水と一緒にメタンガスが噴出。この噴出したメタンガスに石油ファンヒーターの火が引火し、火災が発生。２１時間萌燃え続けた。掘削深度は1,800ｍ。
東京都渋谷区

平成19年６月

温泉採取場で、温泉水に溶解していた可燃性天延ガスが、地下１階に充満し、何だかの火が引火し爆発。１階で休憩していた女性従業員３人が死亡した。掘削深度は1,200ｍ。
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